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か？ 彼らは国家にとって何なのか？ だから，彼らは法的には何にならねばならないいのか？ 国
















































































































































































ない。領土の属する者，その人に宗教も属す（cuis regio illius religio）という原則が，すなわち純粋な




































［１０］Staat und Nation. Zur österreichischen Nationalitätenfrage. Staatsrechtliche Untersuchung über die möglichen Prinzipien einer














ては，個人法と法廷地法，すなわち lex personaeと lex foriという表現が勧められる。
実際，諸表現の意味の相違からまさに対抗的な諸帰結が生ずる。私の言う属人原理には公務における単一言語使用
が照応し，個人法（草案における属人原理）には二言語使用が照応する。私の言う属地原理には二言語使用が対応
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し，法廷地法あるいは lex foriは（草案における属地原理）には単一言語使用が対応する。同様に，趣旨報告での批
判は私の言う意味での属人原理とにはまったく当てはまらない。個人法はすべての公務での完全な二言語使用を要求
している（趣旨説明の１４ページ）。だが属人原理は，混合言語地域（ブートヴァイスのドイツ系郡裁判所－ブート
ヴァイスのチェコ系郡裁判所）において，単一ドイツ語話者と単一チェコ語話者を必要とするだけである，等々。こ
れは誤解の防止のためである。
それにもかかわらず，趣旨説明は，すでに１５ページにおいて，属地原理に代わって，「民族誌的
（ethnographische）」（正しくは「民族的（ethnische）」）原理を提起している。民族的な区分は完全にはおこなえない
ので，草案そのものが，混合言語地域において，間に合わせに，彼らの言う意味での属人原理に訴えなければならな
かったのである。
４４３『国家をめぐるオーストリア諸民族の闘争』第一部：憲法・行政問題としての民族的問題（２）
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